
 

９ 

いじめ発生時の組織的対応図 

 

 

 

 いじめ事案の発見 
（日常の観察・教育相談・アンケート等から） 

発見した（情報を得た）教職

員 

担任・学年主任 等 

生徒指導部長・主幹教諭 

教 

 

頭 

校 

 

長 

いじめ防止対策委員会 
（緊急対策会議） 

 
状況の報告・共通理解 

調査方針・役割分担の決定 

調査班の編成 

（事案の状況に応じたメンバーの決定） 

調査報告・事実関係の把握 

対応方針・指導体制の決定 

対応班の編成 

（事案の状況に応じたメンバーの決定） 

招集・指揮  

全 

教 

職 

員 

加害生徒 
（保護者含む） 

被害生徒 
（保護者含む） 

観衆 

傍観者 

支援 
指導 ・ 支援 

 支援  
 

指導  

 

報

告   

・ 

共

通

理

解 

解消に向けた継続指導 

観察 

再発防止 

保

護

者 

適宜連絡 

報告 

（必要に応じて）  

支援 

 
連絡・相談  

関係機関 
児童相談所 

警      察 等  

支援 

新たな未然防止の取組へ      

 

 

 

 

  協力依頼  

地域 

保護者  

見守り  

解消・再発防止に向けた緊密な連携  

全

校

体

制

で

の

支

援 

外
部
専
門
家 

（
必
要
に
応
じ
て
） 

連
携 

改めていじめの情報の伝達

の流れを確認すること 

重大事態の報告 

県
・
私
学
振
興
担
当 

 
理
事
長 

報告 
(必要に応じて) 


